
■2022年度　東邦大学付属東邦中・高等学校「夏の学問体験講座」

日付 時間 対象 定員 タイトル 講座内容

●薬学部

7月15日（金） 10:00～ 12:00
中学生・
高校生

10 薬学部
山口 陽子

五郎丸 美智子
DNA鑑定による個人識別

DNA鑑定法による個人識別を体験します（DNAは予め用意されたものを使用します）。異なるDNA配列を比較し、個人や体質の違
いについて考察します。

7月15日（金）  13:00～ 15：00
中学生・
高校生

20 薬学部
黒田 潤

小野里 磨優
くすりの一生を描いてみよう！

モデル薬物を基材に混ぜた坐薬を作成し、くすり作りの体験をします。 作成した坐薬を用いて、“坐薬の仕組み”を確認し、“くすり
が溶け出す”現象を観察します。その後、ポンプとビーカーの組み合わせることにより、くすりは体内でどのような行動をとるのか？
を再現して、くすりのゆくえ（血中濃度）をモニタリングします。 最終的に、“くすりの一生”や“くすりの効き方”をイメージできるように
なれることが、この体験の目的です。

●理学部

7月14日（木） 10:00～ 12:00 中学生 15 生物 長谷川 雅美 クロオオアリの社会

全てのアリは進化的に最も高等とされる｢真社会性｣の３つの条件を示します。生物学の組織の恒常性と安定性を成り立たせてい
る原理を、アリの社会と分業制を教材とした実習を通して学びます。
クロオオアリの行動を記録した動画を視聴し、アリの社会の分業制を読み解くための観察と野外実験を行います。

7月14日（木） 10:00～ 12:00
中学生・
高校生

なし 生物分子 塚田 岳大 新・鰻学
蒲焼きやうな重で日本人に馴染み深いウナギ。ウナギはこれまで、水産養殖技術開発や種の保全の分野で広く研究されてきまし
た。しかし、ウナギ研究はこれだけではありません！私の研究室では、ウナギを使って再生医療、摂食障害、創薬研究など医療の
役に立つ研究を目指しています。この講義では、みんなが知らないディープなウナギの世界について話します。

7月14日（木） 10:00～ 12:00
中学生・
高校生

なし 教養 安冨 真一
外接円と内接円のチャップル・
　　オイラーの定理をめぐって

日本ではオイラーの公式と知られる三角形の内心と外心の距離の公式があります。実は中学から大学までの受験問題の影のテー
マとして取り上げられることも多く、ご存知の方もいるかと思います。実は現在でも大変興味深い研究テーマで最近でもいろいろお
もしろいことが周辺で発見されています。東邦大学の研究者も深く関与しています。そのことを分かりやすく様々な図を用いて紹介
したいと思います。

7月15日（金） 10:00～ 12:00 中学生 40 情報 高田 英行 石けん膜と最短ネットワークの数理

シャボン玉をつくるための石鹸水の力を借りて、数学の問題「平面上の３つの点を結ぶ最短ネットワークを求めよ」を解きます。まず
は実験により答えを見ますが、数学として納得するためにユークリッド幾何学による証明を与えます。得られた知見をもとに、点の
数を３から４に増やしたらどうなるかも考えます。必要な知識は円周角の定理です。分度器を持っている人は、持ってきてください
（新たに購入する必要はありません）。

●健康科学部

7月14日（木）  13:30～ 15:00
中学生・
高校生

20 健康科学部
島村 敦子
菅谷 綾子

排便の不思議　排便機能とうんち（便）の構造に迫る
みなさんは、「排便」について深く考えたことはありますか？本講座では、「排便」するときに使用している体の機能や日常生活の行
動、さらに、うんち（便）の構成や排便に影響を与える事柄を学びます。そして、「気持ちよい排便」について考えていきましょう！

担当


